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■取り組んだこと（ニュース映像をご覧ください）
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サスティナ観光の実現 ICTを活⽤した地域課題解決（ゴミ問題解決）

道頓堀 ポイ捨て対策に 自動圧縮機能の「スマートごみ箱」 | NHKニュース

クリックしてください︕

https://www3.nhk.or.jp/kansai-news/20231116/movie/2000079641_20231116184705.html


■⽬指したこと

2

地域と、パートナー企業の皆様とチカラを合わせて
サスティナブルな観光都市を作っていく

ドコモビジネス として実現させる



■NTTコムの役割
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共創事業のコーディネート ・ DXの実⾏

NTTコムの強み

・ソリューション
・ネットワーク

商材 課題解決⼒

・パートナー共創
・社会課題解決

今回はココ



■NTTコムの役割
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世界に誇る国際観光都市「道頓堀」に向けて“ゴミ問題”を解決する︕
「道頓堀クリーンプロジェクト」の発⾜と事業コーディネート

共創プロジェクトの発起

ICTを活⽤した
課題解決策の⽴案と実⾏

観光⾼度化計画 ゴミ箱ベンダー ゴミ回収事業者

「ゴミがゴミを呼ぶ」というゴミ問題を抱える
観光地域

都市化計画・道路整備 観光客受⼊環境整備

地域

企業

⾏政

呼びかけ



5

取り組み詳細資料



① 取り組み背景 （地域特性課題）
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くいだおれのまち「⼤阪・道頓堀」の地域ならではの“ごみ問題”

■⾄る所で“⾷べあるき”起因と考えられる「ポイ捨てごみ」が散乱

■昼夜問わす、ポイ捨てごみが多い。
■テイクアウト各店舗︓ごみ回収も実施しているが対策追いつかず。
■⾬の⽇︓⾬しのぎがてら、ビル屋内への駆込み、廊下での飲⾷。

→ 施設内（フロア、階段）でのポイ捨てゴミも多く発⽣。

⾬の⽇におけるビルからの⾷べ捨てゴミに関する

苦情電話 ※商店会事務局受付

2022.11-2023.3（⾬の⽇︓21⽇間）

苦情発⽣⽇（19⽇間で発⽣）
苦情なし（２⽇）

■国内外から多くの観光客が来訪

『環境対策・衛⽣/景観⾯の低下』 が 『観光客満⾜度低下』 を招き 『観光経済の低下』 を引き起こす

インバウンド・⼤阪での訪問先

道頓堀 53.2%

⼤阪城 50.8%

USJ 22.8%

左表︓産経WEST 2018/1/7 より引⽤
右表︓⼤阪観光局「関⻄空港外国⼈調査・⼤阪での訪問先調査」H26より

「ごみ」 が 「ごみ」 を呼ぶ
と⾔われています

道頓堀では



② ⽬指すべきゴール （2022年7⽉ プロジェクト活動開始）
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2025⼤阪・関⻄万博に向けた 世界に誇れる国際観光都市「道頓堀」 の実現 に向けて

「ポイ捨てごみ」のない「クリーンな道頓堀」を実現

■解決すべき地域特性課題 ■対策

（１）“⾷べあるき”起因となる「ポイ捨てごみ」

（２） 急増する観光客の受⼊環境整備

（３） 持続可能な地域⼀体となったクリーン活動

（１）「ポイ捨てごみ」の受け⽫となる ごみ箱の設置

（２）多⾔語対応の ごみ箱設置（インバウンド対応）

（３）持続可能な事業運営作り



③ 活動プロセスと結果 （2023年1⽉に実証実験実施）

8

【実施】︓地域と⺠間が⼀体となったスマートごみ箱活⽤によるポイ捨てごみ削減の実証実験
【結果】︓ポイ捨てごみの減少と持続可能なゴミ箱運営・クリーン事業の⾒通しが図れた

■実施（検証事項） ■結果

□実施︓2023.1.5-2023.2.5 @道頓堀商店会１箇所設置

①くいだおれビル前に設置 ③店舗スタッフによる取換え②スマホでの監視
→ゴミ蓄積量監視・お知らせ通知

④集積ゴミの⼀⻫回収

（１）ポイ捨てごみ︓減少（39%削減）
（２）“ごみが溢れない ごみ箱”の持続運営が可

（１）ポイ捨てごみは減少するか︖
（２）ごみ回収など、地域による持続運営ができるのか︖



③ 活動プロセスと結果 （2023年1⽉に実証実験実施）

9

【実施結果】

<引⽤︓道頓堀ナイトカルチャー創造協議会/ICT部会/NTTコミュニケーションズ/（最終ご報告）道頓堀クリーンプロジェクト,2023.2>

★ ごみ箱を視認できる範囲の「ポイ捨てごみ」︓減少 → 今回の⾯的配置へ



③ これまでの活動プロセスと結果 （2023年1⽉に実証実験実施）
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【実施結果】 定量実績

<引⽤︓道頓堀ナイトカルチャー創造協議会/ICT部会/NTTコミュニケーションズ/（最終ご報告）道頓堀クリーンプロジェクト,2023.2>



③ これまでの活動プロセスと結果 （2023年1⽉に実証実験実施）
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【実施結果】 ★ スマートごみ箱 “SmaGO” のシステム機能活⽤で“溢れないごみ箱”の運⽤

ごみの蓄積量を
・スマホで遠隔把握
・メールで蓄積量通知

ごみ圧縮機能 遠隔監視機能

ごみが溜まるたびに圧縮
・同サイズのゴミ箱の
６倍の蓄積量

ごみ袋の取り換え回数︓1.58回/⽇ ごみ箱の状態確認等の巡回員︓ゼロ配置

実証実験結果 実証実験結果

<画像引⽤︓SmaGO製品紹介Webサイト>



③ これまでの活動プロセスと結果 （2023年1⽉に実証実験実施）

12<引⽤︓道頓堀ナイトカルチャー創造協議会/ICT部会/NTTコミュニケーションズ/（最終ご報告）道頓堀クリーンプロジェクト,2023.2>

【実施結果】 定量実績 ★ １⽇１.58回のごみ回収 → 継続実施に向けた体制作り（今回）



④ 実⾏計画 （事業化に向けた体制づくり）
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地域・⺠間、⾏政が⼀体となった地域事業として推進

⺠間

⼤阪市

観光庁

道頓堀商店会

・事業化計画と事業推進

・地域伴⾛⽀援

・観光先進国推進

＜実施主体地域＞

＜⽀援＞

■環境対策︓まち美化計画と対策
■経済戦略︓観光経済の成⻑対策（環境整備）
■都市計画︓道路占有許可（公道へのゴミ箱配置）

＜実⾏＞
■JTB︓観光価値⾼度化計画（課題抽出）
■NTTコミュニケーションズ︓ICT活⽤による課題解決⽴案

■フォーステック︓スマートごみ箱（SmaGO）の提供
■合同衛⽣︓道頓堀商店会クリーン活動の⽀援

＜事業（補助⾦）＞

■インバウンド受⼊環境整備⾼度化事業（今回活⽤）



④ 実⾏計画 （助成⾦活⽤）
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助成⾦を活⽤し、スマートごみ箱設置に関する費⽤軽減を実現

<引⽤︓近畿運輸局/⼤阪・関⻄万博に向けた関⻄観光アクションプラン・2023年度実施事業紹介 https://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/content/000277880.pdf>



⑤ 事業運営
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「継続」 と 「新規」 の２軸展開の実施

エリア内に約30メートル間隔で
スマートごみ箱を配置

地域事業︓クリーン活動を開始⾃主運営︓テイクアウト店舗でのごみ回収

「ポイ捨てゴミ」の削減に向けた
各店舗でごみ箱を配置

■これからも 「継続」 ■ 「新規」 11/16からスタート

※画像︓ 左/たこ家道頓堀くくる道頓堀本店 右/TAROʼs PARLOR



⑥ 今後の展開
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■クリーン活動＋観光客

持続可能なサスティナ観光の展開 世界に誇れる国際観光都市 「⼤阪・道頓堀」 の実現向けて

■クリーン活動＋企業協創 ■スマートシティ化

企業コラボによるクリーンキャンペーン スマートごみ箱の様々な活⽤

ゴミを拾ってくださった観光客に
「ありがとう」を伝える地域サービスの展開

事業協賛頂ける企業様との協創による
クリーン活動キャンペーンの展開

※画像︓東京/表参道の実施例（フォーステック様提供）

スマートごみ箱のセンサー連携による
⼈流把握や防犯対策の実現

ごみ拾いを旅の思い出に︕



■最後に
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サスティナブルな社会を実現していく

ドコモビジネス として実現させる


